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� はじめに

私は幼い頃から音楽が好きで、様々なジャンルの音楽を
聴いたり、演奏したりしている。最近はドラムを演奏す
ることが多く、バンドでは���	�の曲をよく演奏するのだ
が、���	�には様々なジャンルの要素を含んだ曲が多く、
演奏しているとそれがよく分かる。そこで、普段からよ
く聴く���	�のアーティストの曲で���	�という１つの枠
組みの中で、何か共通するものがあるのかどうか、統計
的に見ていきたいと思う。

� データについて

��� アーティスト

バンドスコアからデータを取るため、選ぶアーティスト
は全てバンドスコアが出版されていて、活動が盛んである
ことを条件とした。
��
参照�活動の基準は、フリー百科事
典『ウィキペディア（���������）』��
に掲載されている
ことを確認して選んだ。���	�からは�組、それ以外は各
ジャンルにつき�組として、ロック：���������、コア：
��������� �、ヒップホップ：ケツメイシ、ジャズ：!�"#、
�$%：�����&��'($)���、���	�：( �*	� ��+、東
京事変、�,(- �'( ���- の計.組を選んだ。
また、�小節で�個のデータを取ることにしたため、�

アーティストのデータ数は、�曲の中でメロとサビの最初
から.小節を抜き出した�/個。それを全.アーティストに
つき、それぞれ�曲ずつ選曲したので、データは全部で�/

×.×�＝�.0個を使用した。

��� アイテム、カテゴリー

アイテムは、バンドスコアのドラム譜を手の部分と足の
部分に分けた�つを使用。手パターンのカテゴリーは、基
本0、.、�/ビート、特殊効果のある0、.、�/ビート、フィ
ル、細かくて分類できないものの0個。以下、順番に手�、
�、�、0とする。足パターンのカテゴリーは、基本0、.、
�/ビートに合わせたパターン、リズムが細かいパターン、
手の動きに合わせたパターン、短い→長いというリズム
が目立つパターンの0個。以下、足�、�、�、0とする。

� 解析方法

数量化��類、数量���類を使用したが、ここでは数量化
���類の結果のみを記す。また、��類、���類から得たサン
プルスコアを用いてクラスター分析を行った。クラスター
を形成する方法には群平均法を使用している。外的基準
のある場合とない場合の解析を行った結果、違いがある
のか比較する。

� 外的基準がない場合の解析

��� 数量化���類

相関比：第�軸�12�2　第�軸�1//�　第�軸�1��.

表 �� 数量化���類解析結果
手パターン 第�軸 第�軸 第�軸

基本0、.、�/ビート
�� �132� �1��� �103�

特殊効果のある0、.、�/

ビート
��

��10�� ��1//0 ��13�0

フィル
�� ��1/�3 �1��3 �1��2

細かくて分類できない
0� ��1��� ��10�� 01�0�

足パターン
基本0、.、�/ビートに合わ
せたパターン
��

�1.�� ��1��� ��133/

リズムが細かいパターン
�� ��1��� ��13/3 �1�/.

手の動きに合わせたパター
ン
��

��1�.� �1��2 �1�/2

短い→長いというリズムが
目立つパターン
0�

�1��0 ��1��� �1.3�

第�軸は、手�と足�、足0のスコアが高いことから、.ビー
トが中心のロック色と足パターンが特徴的なヒップホッ
プ色が強い傾向の軸。また、手�と手0、足�と足�のスコ
アが低いことから、フィルはもちろん、ジャズのように手
の動きが細かい感じと、コアのように手の動きが単調な.

ビートだけでなく、足の動きが細かい感じの傾向は低い。
第�軸は、手�、足�のスコアが高いことから、フィルの
傾向が強い軸。また、手�のスコアが負で、手0と足�のス
コアが低いことから、手の動きが単調でなく足の動きが複
雑なコア色と、手足が複雑なジャズ色の弱い傾向がある。
第�軸は、手�のスコアが正で、手0と足0のスコアが高
いことから、単調な手の動きと跳ねたリズムの足パター
ンが特徴的なヒップホップ色と、手の動きが細かいジャ
ズ色が強い傾向の軸。また、手�と足�のスコアが低いこ
とから、ロック調にアレンジを加えたポピュラーな感じ
の少ない傾向にある。

��� クラスター分析

図 �� 数量化���類のスコアによるデンドログラム



図�の結果を左から�群に分類し、さらに第�群を0群に
分け、��、�4、�5、��とした。
第�群には、!�"#、東京事変だけが集まり、ジャズ色の
強い群となった。また、東京事変がフィルだけに細かい
動きが表れるのに対し、!�"#はメロ、サビでも細かい動
きが表れる。
第�群には、全てのアーティストのメロとサビの終わり
の小節部分が集まり、フィルの群となった。
第�群は、( �*	� ��+、��������� �がほとんど占め
ており、コア色の強い群となった。他には!�"#、�,(-

�'( ���-も極少数含まれており、足の動きが細かかっ
たためにここに分類されたと考えられる。
第0群には、過半数を( �*	� ��+、ケツメイシが占め
ており、ヒップホップ色の強い群であると考えられる。ま
た、他には��������� �、!�"#、�,(- �'( ���-も
含まれており、手の動きは様々だが、足の動きに跳ねた
感じの特徴が見られる。
第��群には、様々なアーティストが含まれている。ロッ
クアーティストとして選出した���������も含まれて
おり、その割合は全体の半分程であったが、その他この群
に含まれているアーティストで、!�"#、東京事変、�,(-

�'( ���-、�����&��'($)���は、���������

と同じ手足の動きをしているため、ロック調の群とした。
第�4群には、足はロック調だが、手の動きが変化し
た( �*	� ��+、��������� �、東京事変、�,(- �'(

���-、�����&��'($)���は、ほとんどが.ビート
を基準としてポピュラーにアレンジされたロック調の群
となっている。
第�5群 に は 、ケ ツ メ イ シ 、!�"#、東 京 事 変 、

�����&��'($)���が集まったが、大半はケツメ
イシ、�����&��'($)���が占めており、手の基本.

ビートに足の0ビートでグルーヴ感を出している。その
ため、�$%やヒップホップのようにノリやすいリズムの
群となった。
第��群には、���������、��������� �、!�"#、東
京事変、�,(- �'( ���-、�����&��'($)���が
表れた。手は単調な.ビートでなく、曲のメロディーに合
わせて細かい所までアレンジされている。足も手の動き
に合わせてあり、完全に曲のイメージに合わせてドラム
パターンを作ってある感じがするので、曲に合わせたパ
ターンの群とする。

� ��類と���類の比較

��類と���類でクラスター分析を行った結果、両方.個の
群に分かれ、群の種類もほぼ同じであった。しかし、各
群に割り振られたアーティストと、手と足の組み合わせ
（以下（手&足）と記す）に違いがあった。
（�&��の組み合わせは、��類ではフィルの群であるが、

���類ではヒップホップに分類され、!�"#、�,(- �'(

���-に表れ、足のリズムが細かく、メロやサビの途中
で曲のメロディーに合わせて不規則な動きをしている。そ
のため、足のリズムが複雑なヒップホップ調の群と、ド
ラマーのフィーリングによってパターンが異なるフィル
の群に分かれてしまったと考えられる。

（�&�）の組み合わせは、��類ではアレンジされたロック調
の群であるが、���類では�$%のようにノリやすいリズム
の群に分類され、���������、�����&��'($)���

のフィルの部分によく表れた。フィルに入る直前まで基
本.ビートで、その流れを壊さずに軽いフィルが入ってい
るときによくあるパターンである。
（�&�）の組み合わせは、��類ではコア調の群であるが、

���類では曲に合わせたパターンの群に分類され、!�"#、
��������� �に表れ、手も足の動きも細かくなっているが、
両アーティストとも�データずつしか表れなかったため、
影響は少ないと思われる。

� まとめ

ヒップホップ、ジャズ、�$%は同じ黒人文化から生ま
れていて、特にヒップホップと�$%は、解析の結果でも
同じ群に入り、非常に関連の深いジャンルであることが
分かった。もう１つの黒人文化から発展したジャンルで
あるジャズは、ほぼ独立したジャンルとなって表れた。

���	�として選んだ�アーティスト共、ジャンルの傾向
はそれぞれ異なり、( �*	� ��+：コア調、ヒップホップ
調、アレンジされたロック調、東京事変：ジャズ調、アレ
ンジされたロック調、�,(- �'( ���-：コア調、�$%

調、アレンジされたロック調というように、���	�全体と
して見ると、かなり幅広いジャンルを網羅していることが
よく分かる。�アーティストに共通するものとして、必ず
手パターンには「基本.ビート」、「特殊効果のある.ビー
ト」、足パターンには「基本.ビートに合わせたパターン」
が使用されており、少なからずロック調の影響を受けて
いると考えられる。また、( �*	� ��+のように、活動の
時期によってもジャンルに違いが表れるアーティストも
あり、ジャンルとは、何かに影響を受けたことですぐに
変化するものであると分かった。

� おわりに

解析の結果、ロック調が���	�に大きな影響を与えてい
るという結論になった点について、自分の経験から推測
していたものと変わりはなかったが、分類を細かくして
いくうちに、フィルの種類にもアーティストごとに違い
があることが分かった。基本パターンにそのアーティス
トのジャンルの特徴が表れるのに対し、フィルにはドラ
マー自身の特徴が表れ、複雑なフィルであればある程技
術力が高いと思われる。
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